
理
事
会
と
評
議
員
会
を
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
二
〇
一

九
年
度
の
第
一
回
と
な
る
理
事
会
を
六

月
七
日
に
、
評
議
員
会
を
同
二
十
六
日

に
そ
れ
ぞ
れ
経
団
連
会
館
（
東
京
都
千

代
田
区
）で
開
催
し
た
。

　

理
事
会
で
の
お
も
な
議
案
は
一
八
年

度
の
事
業
報
告
と
決
算
書
類
の
承
認
に

つ
い
て
、
評
議
員
会
で
の
お
も
な
議
案

は
一
八
年
度
決
算
の
承
認
お
よ
び
評
議

員
・
理
事
・
監
事
の
選
任
に
関
す
る
件

で
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

　

一
八
年
度
の
収
支
決
算
は
、
経
常
収

益
が
十
四
億
九
六
四
〇
万
四
五
一
三
円

で
、
経
常
費
用
が
十
四
億
八
八
四
〇
万

二
七
〇
二
円
と
な
っ
た
。

　

事
業
報
告
お
よ
び
収
支
決
算
に
つ
い

て
は
本
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

w
w

w
.joes.or.jp/gaiyo/report/

）に
掲
載

し
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
辞
任
、
退
任
、
就
任
し
た

評
議
員
・
理
事
・
監
事
は
次
の
通
り
。

《
評
議
員
》

　

下
記
二
十
名
の
評
議
員
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
再
任
お
よ
び
補
充
と
し
て
評

議
員
二
十
名
を
選
任
す
る
。
そ
の
任
期

に
つ
い
て
は
、
定
款
第
十
二
条
第
一
項

に
基
づ
き
、
選
任
後
四
年
以
内
に
終
了

す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に

関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
と
き

（
二
〇
二
三
年
六
月
）ま
で
と
す
る
。

【
任
期
満
了
に
伴
う
再
任
】

○
稲
田 

佳
昭
（
一
般
社
団
法
人
日
本

在
外
企
業
協
会 

専
務
理
事
）

○
上
田 

泉
貴
（
一
般
社
団
法
人
共
同

通
信
社 

国
際
情
報
室
長
）

○
鹿
島 

浩
二 

（
丸
紅
株
式
会
社 

人
事

部
長
）

○
亀
山 

秀
夫
（
Ｙ
Ｋ
Ｋ
株
式
会
社 

執

行
役
員
人
事
部
長
）

○
澤
田 
克
己
（
株
式
会
社
毎
日
新
聞

社 

外
信
部
長
）

○
陶
久 

昌
明
（
Ｊ
Ｘ
Ｔ
Ｇ
エ
ネ
ル
ギ

ー
株
式
会
社 
人
事
部
長
）

○
多
田 

孝
志
（
学
校
法
人
金
沢
学
院

大
学 

教
授
）

○
半
田 

淳
子
（
学
校
法
人
国
際
基
督

教
大
学 

教
授
）

○
平
野 

吉
三
（
八
王
子
国
際
協
会 
理

事
長
）

○
細
谷 

陽
一
（
キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社 

人
事
本
部
ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
レ
ー
シ
ョ

ン
ズ
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
）

○
松
尾 

拓
二
（
一
般
社
団
法
人
茶
道

裏
千
家
淡
交
会
総
本
部 

事
務
局
次

長
）

○
松
山 

哲
也
（
本
田
技
研
工
業
株
式

会
社 

人
事
部
給
与
厚
生
課
長
）

○
三
ッ
木 

信
一
（
日
産
自
動
車
株
式

会
社 

人
事
本
部
Ｈ
Ｒ
プ
ロ
セ
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
／
人
財
開
発
部
長
）

○
柳
井 

克
之 

（
東
レ
株
式
会
社 

人
事

部
長
）

【
任
期
満
了
に
よ
る
交
代
】

〈
退
任
〉

○
林 

修
弘
（
東
芝
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
）

○
早
川 

泰
宏
（
帝
人
株
式
会
社
）

○
倉
本 

知
明
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社
）

○
長
谷
川 

淳
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
パ
ー
ト
ナ
ー
株
式
会
社
）

○
渡
部 

慎
一
（
住
友
商
事
株
式
会
社
）

○
宇
田 

真
也
（
み
ず
ほ
ヒ
ュ
ー
マ
ン

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
）

〈
就
任
〉

○
伊
延 

次
郎
（
株
式
会
社
東
芝 

人
事
・

総
務
部 

制
度
企
画
担
当
グ
ル
ー
プ

長
）

○
唐
澤 

利
武
（
帝
人
株
式
会
社 

帝
人

グ
ル
ー
プ
理
事 

人
事
・
総
務
管
掌

補
佐
）

○
斎
藤 
万
里
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式

会
社 
人
材
開
発
部 

海
外
労
政
室
長
）

○
佐
藤 

秀
明
（
日
本
電
気
株
式
会
社 

人
事
総
務
部
長
）

○
降
幡 

至
功
（
住
友
商
事
株
式
会
社 

人
事
厚
生
部
長
）

○
松
原 

真
（
株
式
会
社
み
ず
ほ
銀
行 

執
行
役
員 

グ
ロ
ー
バ
ル
人
事
業
務

部
長
）

《
理
事
》

　

下
記
八
名
の
任
期
満
了
お
よ
び
辞
任

に
伴
い
、
再
任
お
よ
び
補
充
と
し
て
、

理
事
八
名
を
選
任
す
る
。
そ
の
任
期
に

つ
い
て
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
は

定
款
第
二
十
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
、

選
任
後
二
年
以
内
に
終
了
す
る
事
業
年

度
の
う
ち
最
終
の
も
の
に
関
す
る
定
時

評
議
員
会
の
終
結
の
と
き
ま
で
、
ま
た

辞
任
に
伴
う
選
任
は
定
款
第
二
十
六
条

第
三
項
に
基
づ
き
、
現
理
事
の
定
款
上

の
任
期
の
残
り
の
期
間
と
す
る
。

【
任
期
満
了
に
伴
う
再
任
】

（
二
〇
二
一
年
六
月
ま
で
）

○
安
藤 

美
和
子
（
株
式
会
社
商
船
三

井 

人
事
部
長
）

○
井
出 

淑
子
（
株
式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ 

営

業
本
部
業
務
部
長
）

○
河
手 

哲
雄
（
三
菱
商
事
株
式
会
社 

人
事
部
長
）

○
清
水 

慶
太
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式

会
社 

人
事
労
政
部
制
度
企
画
課
長
）

○
中
西 

裕
明
（
三
井
物
産
株
式
会
社 

人
事
総
務
部
次
長
）

【
任
期
満
了
に
よ
る
交
代
】

（
二
〇
二
一
年
六
月
ま
で
）
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〈
退
任
〉

○ 

髙
際 

伊
都
子
（
学
校
法
人
渋
谷
教

育
学
園
渋
谷
中
学
高
等
学
校
）

〈
就
任
〉

○
岩
城 
宏
斗
司
（
一
般
社
団
法
人
日

本
貿
易
会 
常
務
理
事
）

【
任
期
満
了
前
の
辞
任
に
よ
る
交
代
】

（
二
〇
二
〇
年
六
月
ま
で
）

〈
辞
任
〉

○
垣
見 

俊
之
（
ユ
ニ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
）

○
西
田 

芳
弘
（
公
益
財
団
法
人
海
外

子
女
教
育
振
興
財
団
）

〈
就
任
〉

○
浦
島 

宣
哉
（
伊
藤
忠
商
事
株
式
会

社 

人
事
・
総
務
部
長
）

○
綿
引 

宏
行
（
株
式
会
社
東
京
海
上

日
動
Ｈ
Ｒ
Ａ 

取
締
役
社
長
）

《
監
事
》

　

新
た
に
監
事
一
名
を
選
任
す
る
。
そ

の
任
期
に
つ
い
て
は
、
定
款
第
二
十
六

条
第
二
項
に
基
づ
き
、
選
任
後
四
年
以

内
に
終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
最
終

の
も
の
に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終

結
の
と
き
（
二
〇
二
三
年
六
月
）
ま
で

と
す
る
。

〈
就
任
〉

○
髙
際 

伊
都
子
（
学
校
法
人
渋
谷
教

育
学
園
渋
谷
中
学
高
等
学
校 

副
校

長
）

在
外
教
育
施
設
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
強
化
の
た
め
の
予
算

充
実
に
関
す
る
決
議

　

六
月
十
四
日
、
海
外
子
女
教
育
推
進

議
員
連
盟
は
衆
議
院
第
二
議
員
会
館

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
第
十
三
回
総

会
を
開
催
し
、
令
和
二
年
度
在
外
教
育

施
設
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
強
化
予
算

充
実
に
関
し
て
決
議
し
た
。

　

同
連
盟
は
二
〇
一
三
年
十
月
、
自
由

民
主
党
に
所
属
す
る
国
会
議
員
二
十
八

人
で
発
足
。
こ
れ
ま
で
海
外
子
女
教
育

推
進
の
た
め
に
予
算
を
拡
充
さ
せ
る
こ

と
を
決
定
し
て
き
た
が
、
本
決
議
で
来

年
度
以
降
も
在
外
教
育
施
設
に
お
け
る

教
育
環
境
の
一
層
の
充
実
や
質
の
向
上

お
よ
び
安
全
対
策
の
徹
底
の
た
め
の
予

算
拡
充
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
特
別
支
援
教
育
や
幼
児
教
育

お
よ
び
高
等
教
育
へ
の
支
援
を
充
実
さ

せ
る
ほ
か
、
在
外
教
育
施
設
を
日
本
の

教
育
・
文
化
の
発
信
や
教
師
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
図
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
帰
国
教
師
が
一
層
活
躍
で
き

る
環
境
等
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
帰

国
し
た
児
童
生
徒
が
国
内
の
教
育
環
境

に
円
滑
に
溶
け
込
め
る
よ
う
、
日
本
の

学
校
に
お
け
る
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

の
必
要
性
が
明
示
さ
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
教
育
関
係
者
が

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
に

来
訪

　

今
年
で
三
十
回
目
と
な
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
商
工
会
議
所
主
催
「
米
国
人

教
育
者
日
本
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一

環
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ネ
テ
ィ
カ

ッ
ト
州
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
教
育
関
係
者
等
十
六

人
が
七
月
一
日
、
海
外
子
女
教
育
振
興

財
団
東
京
本
部
（
東
京
都
港
区
）
に
来

訪
し
、
日
本
の
教
育
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
ほ
か
、
日
米
の
教
育
事
情
等
に

関
し
て
情
報
を
交
換
し
た
。
本
財
団
等

か
ら
は
約
二
十
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
本
財
団
の
中
村
雅
治
理
事

長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
続
い

て
ラ
イ
シ
テ
ィ
ー
学
校
区
教
育
長
の
エ

リ
ッ
ク
・
バ
ー
ン
氏
が
来
訪
者
を
代
表

し
て
本
会
開
催
に
謝
意
を
示
し
た
。

　

本
財
団
の
職
員
が
本
財
団
の
サ
ー
ビ

ス
等
に
関
し
て
説
明
し
た
の
ち
、
文
部

科
学
省
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
国
際

研
究
・
協
力
部
総
括
研
究
官
の
沼
野
太

郎
氏
が
日
本
の
教
育
一
般
に
つ
い
て
、

学
校
・
教
員
・
児
童
生
徒
の
数
の
推
移

等
の
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
説
明
し
た

ほ
か
、
教
員
の
仕
事
内
容
や
研
修
に
関

し
て
も
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
解
説
し
た
。

　

次
に
、
本
財
団
の
佐
々
信
行
教
育
相

談
員
が
帰
国
子
女
を
受
け
入
れ
て
い
る

学
校
に
つ
い
て
、
受
け
入
れ
体
制
や
選

抜
試
験
の
内
容
に
関
し
て
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
財
団
の
外
国
語
保
持
教

室
の
ク
リ
ス
・
ベ
イ
フ
ァ
ス
氏
が
「
日

本
の
公
立
小
学
校
」
に
つ
い
て
映
像 

で

紹
介
し
、
一
日
の
流
れ
を
ひ
と
り
の
小

学
生
を
通
し
て
具
体
的
に
示
し
た
。
給

食
や
掃
除
、
授
業
や
休
み
時
間
な
ど
、

日
本
な
ら
で
は
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ

る
と
、
ア
メ
リ
カ
人
の
先
生
た
ち
か
ら

驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
現
地
校
に

六
歳
か
ら
十
二
歳
ま
で
通
っ
た
経
験
を

持
つ
帰
国
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
動

画
も
披
露
。
帰
国
生
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

で
の
学
校
生
活
が
か
け
が
え
の
な
い
体

験
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
先
生
や
友

達
が
歓
迎
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝

の
思
い
が
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
現
在
は

タ
イ
語
を
大
学
で
専
攻
し
て
い
る
そ
の

帰
国
生
が
本
会
に
来
て
い
る
こ
と
が
告

げ
ら
れ
る
と
、
大
き
な
拍
手
が
起
き
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
質
問
等
が
挙

が
っ
た
ほ
か
、
本
会
で
流
さ
れ
た
動
画

を
ア
メ
リ
カ
で
広
く
紹
介
し
た
い
と
の

要
望
も
出
さ
れ
た
。「
日
本
人
の
子
ど

も
が
ク
ラ
ス
に
な
じ
む
た
め
の
ア
イ
デ

ィ
ア
」
に
つ
い
て
聞
か
れ
た
際
は
、
帰

国
生
か
ら
「
ク
ラ
ス
で
、
母
が
つ
く
っ
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た
お
に
ぎ
り
を
ふ
る
ま
う
機
会
を
与
え

て
も
ら
い
、
み
ん
な
か
ら
喜
ば
れ
た
思

い
出
が
あ
る
」
と
語
ら
れ
る
と
、
そ
の

微ほ
ほ
え笑
ま
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
場
内
か
ら

歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

情
報
交
換
後
は
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
な

が
ら
教
育
談
議
に
花
が
咲
い
た
。
今
後

も
交
流
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
約
束
さ

れ
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
の
散
会
と
な
っ
た
。

か
け
は
し
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
一
九

　

関
西
帰
国
生
親
の
会
か
け
は
し
は
五

月
二
十
四
日
、
大
阪
市
総
合
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
第
一
研
修
室
に
お
い
て
、「
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
の
言
語
と
認
知
の
発
達
│
母

語
と
第
二
言
語
の
関
連
性
に
つ
い
て
│
」

を
テ
ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
の
赤
松
信
彦

氏
が
講
師
を
務
め
、
帰
国
生
の
親
や
教

員
等
、
約
四
十
人
が
参
加
し
た
。

　

同
会
は
一
九
八
四
年
に
結
成
さ
れ
た

帰
国
生
の
保
護
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
、『
帰
国
生
へ
の
学
校
案
内

《
関
西
》』
の
発
刊
を
は
じ
め
、
海
外
子

女
や
帰
国
生
へ
の
教
育
支
援
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
。

　

赤
松
氏
は
、
同
志
社
大
学
卒
業
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
大
学
院
で
教

育
学
修
士
号
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
大
学
院

オ
ン
タ
リ
オ
教
育
研
究
所
で
博
士
号
を

取
得
。
高
知
大
学
、
上
越
教
育
大
学
を

経
て
、
同
志
社
大
学
に
勤
務
し
、
第
二

言
語
習
得
に
お
け
る
母
語
の
影
響
に
つ

い
て
中
心
に
研
究
し
て
い
る
。

　

赤
松
氏
は
ま
ず
、
言
語
を
通
し
て
知

識
や
技
能
を
得
る
こ
と
の
重
要
性
を
語

り
、
母
語
と
第
二
言
語
に
は
共
通
す
る

運
用
能
力
が
あ
る
の
で
、
第
二
言
語
が

弱
い
う
ち
は
母
語
で
知
識
や
技
能
を
習

得
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
母
語
以
外
の
言
語
環
境
で

育
つ
子
ど
も
は
「
ど
ん
な
過
程
で
二
言

語
を
習
得
す
る
の
か
」「
言
語
と
思
考
の

関
係
に
お
い
て
、
母
語
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
人
と
は
ど
ん
な
点
で
異
な
る
の

か
」
な
ど
、
母
語
と
第
二
言
語（
特
に

英
語
）の
関
連
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

ま
た
言
語
の
発
達
に
は
心
理
面
の
影

響
が
大
き
く
、「
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
、
学
校
な
ど
で
高
度
な
言
語
能
力
が

求
め
ら
れ
る
。
学
習
内
容
が
抽
象
的
に

な
る
た
め
習
得
に
も
時
間
が
か
か
る
」、

「
二
言
語
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
達
す
る

こ
と
が
理
想
的
だ
が
、
そ
う
で
な
い
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
が
各
地
で
見
ら
れ
る
」
と

報
告
し
た
ほ
か
、
言
語
と
認
知
発
達
に

つ
い
て
、「
カ
ナ
ダ
の
イ
マ
―
ジ
ョ
ン

教
育
の
開
始
年
齢
と
仏
語
習
得
の
検
証

か
ら
、
短
期
間
に
区
切
る
と
学
習
効
率

は
年
長
の
方
が
よ
い
が
、
早
期
学
習
者

は
緩
や
か
だ
が
大
人
に
な
っ
て
も
伸
び

る
」、「
両
言
語
が
融
合
さ
れ
る
前
の
過

程
に
い
る
人
が
多
い
」、「
長
く
暮
ら
す

と
感
覚
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
に
近
づ
く
」
な

ど
の
研
究
結
果
も
紹
介
し
た
。

　

赤
松
氏
は
、
カ
ナ
ダ
在
住
時
や
帰
国

後
の
自
身
の
子
ど
も
た
ち
の
会
話
お
よ

び
大
学
で
教
え
た
帰
国
生
に
つ
い
て
の

話
も
交
え
、「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
は
、
目

標
と
な
る
モ
デ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

べ
き
。
日
本
社
会
で
生
き
て
い
く
な
か

で
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
向

き
合
い
な
が
ら
、
か
け
が
え
の
な
い
体

験
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
視
野
を
広
く

持
っ
て
進
ん
で
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
っ
て
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
か
ら
母
語
を
維
持
す

る
方
策
に
つ
い
て
問
わ
れ
る
と
、「
家

庭
内
で
母
語
を
使
う
時
間
を
確
保
し
た

り
、
そ
の
方
法
を
工
夫
し
た
り
し
て
ほ

し
い
。
地
域
や
日
本
人
同
士
で
連
携
し

て
行
う
の
も
有
意
義
」と
話
し
た
。

　

詳
細
は
十
月
に
発
行
さ
れ
る
『
帰
国

生
へ
の
学
校
案
内
《
関
西
》
二
〇
二
〇
』

に
掲
載
さ
れ
る
予
定
。。

２
０
１
９
年
度
在
外
教
育
施
設
校
長
研

究
協
議
会
の
開
催
予
定

目
的　

日
本
人
学
校
や
補
習
授
業
校
に

お
け
る
教
育
指
導
お
よ
び
運
営
上
の

諸
問
題
に
つ
い
て
管
理
職
間
で
研
究

協
議
会
を
行
い
、
今
後
の
各
校
で
の

教
育
水
準
の
維
持
向
上
と
円
滑
な
学

校
運
営
に
資
す
る
。

日
程
・
幹
事
校（
開
催
地
）

  〈
日
本
人
学
校
〉

○
東
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
区
（
自
主
開

催
）
９
月
５
〜
６
日　

ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
日
本
人
学
校（
マ
レ
ー
シ
ア
）

○
中
南
米
地
区
（
自
主
開
催
）
10
月
７

〜
９
日　

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
日
本

人
学
校
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

○
南
西
ア
ジ
ア
・
中
東
・
ア
フ
リ
カ
地

区
（
政
府
共
催
）
10
月
22
〜
24
日

　

カ
イ
ロ
日
本
人
学
校
（
エ
ジ
プ
ト
）

○
北
米
・
欧
米
地
区
（
自
主
開
催
）　

10
月
30
〜
11
月
１
日　

ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
日
本
人
学
校
（
オ
ラ
ン
ダ
）

  〈
補
習
授
業
校
〉

○
補
習
授
業
校
（
自
主
開
催
）
10
月
21

〜
22
日　

ト
ロ
ン
ト
補
習
授
業
校

（
カ
ナ
ダ
）

 

新
規
ご
入
会
維
持
会
員

・
㈱
佐
賀
鉄
工
所

・
昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
小
学
校

夏
季
休
業
の
お
知
ら
せ

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
８
月
16

日（
金
）を
夏
季
休
業
日
と
い
た
し
ま
す
。
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